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手間と熟練を要し，一視野で観察できる範囲は極く限られる．

像を読み解くのも容易ではないなど，若い人の目には「タイ

ムパフォーマンスが低い研究ツール」と映るかもしれない．

こうした顕微鏡使いのジレンマを解消するヒントとなるの

が，甲賀大輔先生らが開発した【切片 -SEM 法】（Koga et 
al., Microscopy, 64, 387–394, 2015）ではないかと思う．これ

はスライドグラスに貼付した大型準超薄切片を走査電顕の低

電圧反射電子モードで観察することで，光顕並みの手軽さで

ありながら，透過型電顕並みの解像度で広い範囲を画像化す

ることを可能にした独創的な方法だ．私のような頭の固い形

態屋に思いつくものではない．従来の光顕，電顕の枠を超え

た形態解析ツールの新たなスタンダードとして，広く活用さ

れるようになると確信している．

【海外留学のすすめ】

若い先生には海外留学の機会があれば逃さずチャレンジす

ることをお勧めする．私の場合，その機会は大学院 3 年の冬

に突然やってきた．米国ノースカロライナ大学（UNC）の

教授から，視力が急に低下してしまい，1 月～ 3 月末までの

時限で自分の眼の代わりになる microscopist を探していると

の連絡があり，身軽な私に白羽の矢が立ったというわけだ．

初めての海外はドキドキものではあったが，扱いにくい

RCA 社製の TEM にも慣れて何とか要求に応えることができ

た．その 2 年後，再び同じラボへ留学することになるのだが，

当時 UNC には日本にも多くの教え子を持つ高名な電顕学者

Stanley Bennett 教授（1992 年没）が在籍しておられ，日本

からの来訪者も多かった．浜　清先生と黒岩常祥先生は客員

教授として UNC に滞在中だったこともあり，特に親しくし

ていただいた．日本では気楽にお話する機会などありそうも

ない先生方だ．そんな方々の思いがけない一面を知ることが

できたのも，日本を離れた環境にいたからこそであろう．腕

まくりした浜先生が Balzars の凍結割断レプリカ装置に頭を

突っ込むようにして調整しておられた姿は今でも忘れない．

これは私見だが，人は国を離れて一時的にでも世間とのしが

らみから解放されると心が自由になり，一人の生身の人間と

して楽に立ち振る舞えるようになる気がする．同じことは海

外の学会に出席する際にも起こるだろうし，留学先ではこれ

が毎日のこととなる．自己解放のために留学するのは本末転

倒だが，留学することで心が解放される可能性があるのであ

れば試さない理由はない．きっと結果は付いてくる．

日本顕微鏡学会がより開かれた情報交換の場となって顕微

鏡学を牽引していってくれることを祈念する．

大学を辞して教育・研究の現場を

退いてから既に 10 年が経つ．本学会

の会員歴はかなり長いはずだが，こ

の間，会のために何かお役に立てた

ことがあっただろうかと振り返って

みても，英文機関誌 JEM（Microscopy）
の編集委員を長く務めたことと，

2003 年の第 48 回シンポジウムの実

行委員長として赤字を出さずに会を

終えることができたことくらいしか

思い浮かばない．とはいえ，現役終盤の 10 年ほどは 4 人の

学会長の下で理事，常務理事，監事として会務を補佐させて

いただき，公益法人化の際も末席で検討の輪に加わっていた．

そんなこともあり自分と学会の絆はまんざらでもないと思っ

てはいるのだが，近年は学術大会に足を運ぶこともままなら

ず，将来の会の発展に資するような提言はできそうにない．

ここでは現役時代の大半を電顕室と暗室で過ごすような生活

を送ってきた，嘗ての「電顕屋」の一人として，今後の顕微

科学，顕微形態学を担う若い会員の皆様へのエールの意も込

めて拙文を認めてみた．

【研究室のレガシー】

私は 1975 年に新潟大学歯学部を卒業後，硬組織の超微形

態研究の第一人者，小澤英浩先生（1996 年瀬藤賞）に師事し，

極微の世界で極美をめぐる旅を始めて今日に至っている．当

初は先輩の実験を手伝いながら研究の基礎技法の修得につと

める毎日で，実験など殆どすることはなかったが，年明け頃

には電顕操作もほぼ自力でできるようになり，所見も多少読

めるようになっていた．学会で多くの研究発表を見聞きする

ようになると，普段から特に意識せず使っていたラボ伝来の

プロトコールが実に合理的であり，得られる電顕像がとても

上質で説得力があることに気づくのにさほど時間はかからな

かった．これがラボのレガシーというものかとハッとすると

ともに，少しばかり誇らしい気持ちになったことを覚えてい

る．そんな中，自身初の実験がネズミの歯のマクロ所見を細

胞の電顕像と対応させるという，随分荒っぽいものになった

のは皮肉だったが，この実験で得られたデータが後の研究の

礎となって数年後の海外留学へと繋がり，リタイア後もライ

フワークとして続くことになるとは何とも愉快なことである．

【光顕と電顕の狭間】

光学顕微鏡を用いた生物試料の可視化技法の進歩はすさま

じい．もはや生物試料の観察に通常の電子顕微鏡は必要ない

とでも言わんばかりの空気を感じることすらある．透過型電

顕は，微細構造の解析に必須ではあるが，試料作成に相当の
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